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第第第第 222299994444 回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院セミナーセミナーセミナーセミナー    

    

日日日日 時時時時：：：：    2020202014141414 年年年年 5555 月月月月 21212121 日日日日((((水水水水))))    18181818 時時時時 00000000 分分分分~~~~19191919 時時時時 30303030 分分分分     

場場場場 所所所所：：：：    実習館実習館実習館実習館 2222 階階階階     総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所セミナールームセミナールームセミナールームセミナールーム    

演演演演 者者者者：：：：    錦織錦織錦織錦織    広昌広昌広昌広昌    氏氏氏氏（（（（信州大学工学部環境機能工学科信州大学工学部環境機能工学科信州大学工学部環境機能工学科信州大学工学部環境機能工学科・・・・准教授准教授准教授准教授））））    

タ イ トタ イ トタ イ トタ イ ト ルルルル：：：：    インプラントインプラントインプラントインプラント材料材料材料材料へのへのへのへの応用応用応用応用をををを考考考考えたえたえたえた金属金属金属金属チタンチタンチタンチタン表面表面表面表面のののの構造制御構造制御構造制御構造制御    

    

インプラントインプラントインプラントインプラント材料材料材料材料であるであるであるである金属金属金属金属チタンチタンチタンチタンはははは、、、、表面表面表面表面をををを酸化酸化酸化酸化チタンチタンチタンチタンのののの不動態膜不動態膜不動態膜不動態膜でででで覆覆覆覆われてわれてわれてわれておりおりおりおり、、、、骨骨骨骨

をはじめとするをはじめとするをはじめとするをはじめとする生体組織生体組織生体組織生体組織はははは、、、、このこのこのこの酸化酸化酸化酸化チタンチタンチタンチタン不動態膜不動態膜不動態膜不動態膜とのとのとのとの間間間間にににに結合結合結合結合構造構造構造構造をををを形成形成形成形成するするするする。。。。酸化酸化酸化酸化

チタンチタンチタンチタンはははは結晶構造結晶構造結晶構造結晶構造のののの違違違違いによっていによっていによっていによってルチルルチルルチルルチル型型型型、、、、アナターゼアナターゼアナターゼアナターゼ型型型型にににに分類分類分類分類されるされるされるされる。。。。    

アナターゼアナターゼアナターゼアナターゼ型型型型のののの酸化酸化酸化酸化チタンチタンチタンチタンはははは光触媒光触媒光触媒光触媒のののの代表的代表的代表的代表的なものでありなものでありなものでありなものであり、、、、紫外光照射紫外光照射紫外光照射紫外光照射によによによによってってってって表面表面表面表面のののの水水水水

酸基酸基酸基酸基をををを増加増加増加増加させさせさせさせ、、、、表面電位表面電位表面電位表面電位をををを変化変化変化変化させることができるさせることができるさせることができるさせることができる。。。。一般的一般的一般的一般的ににににアナターゼアナターゼアナターゼアナターゼ型酸化型酸化型酸化型酸化チタンチタンチタンチタンのののの

表面表面表面表面はははは負負負負にににに帯電帯電帯電帯電しているがしているがしているがしているが、、、、光照射光照射光照射光照射によりによりによりにより正正正正にににに帯電帯電帯電帯電することがすることがすることがすることが知知知知られているられているられているられている。。。。    

我我我我々々々々はははは、、、、チタンインプラントチタンインプラントチタンインプラントチタンインプラント表面表面表面表面のののの酸化酸化酸化酸化チタンチタンチタンチタンのののの構造構造構造構造およびおよびおよびおよび電位電位電位電位のののの状態状態状態状態のののの解明解明解明解明とととと制御制御制御制御がががが、、、、チチチチ

タンインプラントタンインプラントタンインプラントタンインプラントのののの生体親和性生体親和性生体親和性生体親和性のののの向上向上向上向上にににに必要必要必要必要であるとであるとであるとであると考考考考ええええているているているている。。。。    

これまでにこれまでにこれまでにこれまでに我我我我々々々々はははは、、、、アモルファスアモルファスアモルファスアモルファス（（（（非結晶状態非結晶状態非結晶状態非結晶状態））））のののの酸化膜酸化膜酸化膜酸化膜でででで覆覆覆覆われわれわれわれたたたた金属金属金属金属チタンチタンチタンチタン表面表面表面表面ににににアルアルアルアル

カリカリカリカリ金属金属金属金属のののの塩塩塩塩をををを塗布塗布塗布塗布しししし加熱加熱加熱加熱することによりすることによりすることによりすることにより、、、、表面表面表面表面のののの酸化膜酸化膜酸化膜酸化膜をををを固相反応固相反応固相反応固相反応にににに伴伴伴伴ってってってって再構築再構築再構築再構築しししし、、、、アアアア

ナターゼナターゼナターゼナターゼ結晶相結晶相結晶相結晶相であるであるであるである薄膜薄膜薄膜薄膜のののの形成形成形成形成にににに成功成功成功成功したしたしたした。。。。薄膜薄膜薄膜薄膜はははは 20 nm20 nm20 nm20 nm 程度程度程度程度のののの微粒子微粒子微粒子微粒子でででで構成構成構成構成されてされてされてされて

おりおりおりおり、、、、光触媒活性光触媒活性光触媒活性光触媒活性をををを示示示示すことすことすことすことがががが確認確認確認確認できたできたできたできた。。。。このこのこのこのアナターゼアナターゼアナターゼアナターゼ型酸化型酸化型酸化型酸化チタンチタンチタンチタンのののの生体親和性生体親和性生体親和性生体親和性のののの

解明解明解明解明にはにはにはには、、、、光照射光照射光照射光照射したしたしたした際際際際ののののナノナノナノナノ領域領域領域領域でのでのでのでの表面電位表面電位表面電位表面電位のののの変化変化変化変化とととと、、、、タンパクタンパクタンパクタンパク質質質質およびおよびおよびおよびリンリンリンリン酸酸酸酸カルシカルシカルシカルシ

ウムウムウムウム化合物化合物化合物化合物とのとのとのとの結合結合結合結合にににに必要必要必要必要なななな条件条件条件条件（（（（構造構造構造構造、、、、電位電位電位電位））））などなどなどなど、、、、工学工学工学工学とととと生物学的研究生物学的研究生物学的研究生物学的研究とのとのとのとの組組組組みみみみ合合合合わわわわ

せがせがせがせが必要必要必要必要であであであでありりりり、、、、これからのこれからのこれからのこれからの課題課題課題課題であるであるであるである。。。。    

本本本本セミナーセミナーセミナーセミナーではではではでは、、、、工学的側面工学的側面工学的側面工学的側面からからからから酸化酸化酸化酸化チタンチタンチタンチタンのののの構造構造構造構造とととと性質性質性質性質、、、、さらにさらにさらにさらに形成制御形成制御形成制御形成制御についてについてについてについて、、、、これこれこれこれ

までのまでのまでのまでの知見知見知見知見をををを紹介紹介紹介紹介するするするする。。。。    

    

    

    

担当担当担当担当：：：：健康増進口腔科学健康増進口腔科学健康増進口腔科学健康増進口腔科学講座講座講座講座        川原川原川原川原    一郎一郎一郎一郎    


